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平成23年８月８日 

各  位 

東京都港区麻布十番一丁目10番10号 

株式会社プロパスト 

代表取締役社長 津江 真行 

（コード番号：3236） 

問い合わせ先 経営企画部長 矢野 義晃 

電話 03－6685－3100 

 

準備金の額の減少及び剰余金の処分に関するお知らせ 

 

当社は、平成23年８月８日開催の取締役会において、平成23年８月30日開催予定の第25期定時株主総会（以

下「本総会」といいます。）に、下記の通り「準備金の額の減少及び剰余金の処分の件」を付議することを決

議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１． 準備金の額の減少及び剰余金の処分の目的 

財務体質の改善が当社の喫緊の課題であること、及び多額の資本の欠損が存在したままでは分配可能

額が発生する見込みがないため、欠損填補を行い、株主の皆様への早期復配を実現することを目的とし

て、準備金の額の減少及び剰余金の処分を実施することといたしました。 

 

２． 準備金の額の減少の要領 

（１） 減少する準備金の項目及びその額 

平成23年５月31日現在の資本準備金の額を227,940,000円減少させ、減少する額の全額を、

その他資本剰余金に振り替えます。 

 

（２） 準備金の額の減少の方法 

会社法第448条第１項の規定に基づき、平成23年５月31日現在の資本準備金の額を上記(１)

の通り減少させ、減少する額の全額を、その他資本剰余金に振り替えます。なお、発行済株式

総数の変更は行わず、準備金の額のみを減少いたします。また、当該準備金の額の減少は、本

総会において必要な承認が得られることを条件として、効力が発生するものとします。 

 

（３） 準備金の額の減少の日程 

① 取締役会決議日   平成23年８月８日 

② 株主総会決議日   平成23年８月30日 

③ 効力発生日   平成23年８月30日（予定） 

※当該準備金の額の減少は、会社法第 449 条第１項ただし書きの要件に該当するため、債権者異議
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申述手続を経ずに行います。 

 

３． 剰余金の処分の要領 

（１） 減少する剰余金の項目及びその額 

その他資本剰余金 4,327,940,000円 

 

（２） 増加する剰余金の項目及びその額 

繰越利益剰余金  4,327,940,000円 

 

（３） 剰余金の処分の方法 

上記２．の資本準備金の額の減少後、会社法第452条の規定に基づき、上記(１)及び(２)の

通り剰余金を処分することにより、繰越損失を填補いたします。なお、当該剰余金の処分は、

本総会において必要な承認が得られることを条件として、効力が発生するものとします。 

 

（４） 剰余金の処分の日程 

① 取締役会決議日   平成23年８月８日 

② 株主総会決議日   平成23年８月30日 

③ 効力発生日   平成23年８月30日（予定） 

 

４． 今後の見通し 

本プレスリリースに記載する準備金の額の減少及び剰余金の処分については、いずれも「純資産の部」

内の振替処理を行なうものであることから、当社の純資産額に変動はなく、当社の純資産及び業績に直

接与える影響はございません。 

 

以上 


